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いよいよ明日から夏休みです。
子どもたちが１年間で一番楽しみにしている期間かと思います。

４月からの４ヶ月間に子どもたちの成長した姿をたくさん見かけてきました。
たとえば。

ＰＴＡの運営委員会でもお話したことですが、６年生が市民文化センター・ミューズ
にミュージカル鑑賞に出かけたときのこと。
６年生の子どもたちは電車に乗るとき 「自然な気持ち」でシルバーシートに腰かけ、

ませんでした。すいている電車です。空いているのですから、シルバーシートにも腰か
けていくのが「普通」なのかもしれません。しかし、荒幡小の子どもたちは誰一人とし
てシルバーシートに腰かけた子はいませんでした。しかも 「無理して」ではなく 「自、 、
然な気持ち」でシルバーシートには腰かけなかった雰囲気を感じました。

６年生には、６月の修学旅行でもすばらしい学びの姿を見せてもらいました。
東照宮の「三猿」を見学していたときのこと。
人間の人生を描いた「三猿」の８枚の彫刻の意味を説明してくださるガイドさんの説

明に素直に耳を傾け、感心の声をもらしていました。その素直な心に感動しました。
確か、ボクシングの世界チャンピオンを育てたコーチの話だったと思いますが 「ボ、

クサーとしての素質は大切だ 「しかし、同じ素質をもった選手なら素直さをもった選。」
。」「 。」 。手が伸びる コーチするなら素直な人間を選ぶ という話を聞いたことがあります

コーチもプロです。チャンピオンを育てなくては自分の生活が成り立っていきません。
それだけ 「素直さ」というのは成長のための大切な条件です。、
６年生はそうした素直さを身に付けつつあると思います。

後日、４年生がプラネタリウム見学に行きました。４年生もシルバーシートには腰か
けませんでした。また、電車の中の態度も大変よかったということです。

、 、「 」 。荒幡小で 成長のために必要な 素直さ が連続的に育まれ始めていると感じます

明日からの夏休み。有意義な夏休みにしていただいて、また９月３日に元気な子ども
たちの笑顔と「おはようございます」というあいさつに出会うことを楽しみにしていま
す。
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